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震研機構は5年間を区切って研究目標を持ち、

その実現のために研究計画を設定しています。こ

れを中期目標、中期計画と呼んでいます。現在の

中期 （第E期）は2011年度に始まリ今年度が最終

年度です。

この中期目標では、中央農研－北陸研究センター

は、北陸農政局 ・北陸各県の行政部門や普及部門

と連携し、また日本海側の特徴ある農業地域関係

者と協力しながら北陸地域の農業の発展を目指し

ています。

北曜研究センターの中で作物開発研究領域は、

水稲品種・六条大麦品種の育成と水稲育種基盤技

術の開発を担当しています。この5年間で、水稲

9品種と北陸研究センタ一初の六条大麦品種の育

成、約50報の筆頭著者研究論文、 8件の特許、そ

の他多数の学会発表等の成果を

挙げることができました。

昨年4月に政府は、独立行政

法人の中の研究機関について国

立研究開発法人という新しい法

人組織を設定して、研究開発を

効率的に行う目的で人事 ・予算

管理などをそれまで以上に柔軟

に行えるようにしました。

震研機構も国立研究開発法人

となリました。中期計画を 1年

残した時点での蛮更であったた

めに今年度には大きな変化はあ

2016.3 主義農研機構

作物開発研究領域長 矢頭 治

リませんでしたが、本年4月から5年閣の次の中

期（第ν期）では新制度の利点が活用されること
になるはずです。

4月からの農研機構の新しい中期計画ではこれ

までの組織 ・研究体制が一部変更されますが、北

曜研究センターのこれまでの研究姿勢に蛮わりは

ありません。北陸地域の環境を守りながら収益性

のある農業の発展のために努力していきたいと考

えています。また、大学との連携を持ち学術的な

貢献も重要と考え、産学官の農業研究の中核を目

指します。

震研機構は、各地域に所在する研究センターを

農業研究のフロントラインと位置付けて重点化す

る計画です。北陸研究センターでも、その一翼を

担っていきたいと考えています。
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中央農研北陸研究センタ (2016年1月25日）



研究情報

多収水稲「北陸193号Jを少ない肥料と
手間で栽培する

～肥効調節型肥料の利用～

北陸研究センターで育成された水稲品種「北陸

193号jは800kgパOa以上の多収を得ることが

可能です。多収品種は植物体が大きく、窒素吸収

量も多いため、新潟県での 「北陸193号Jの標準的
な施肥基準では、基肥に窒素として6kgパOa、追

肥が4kg/10aを2固と非常に多くなっています。

また「北陸193号」のような多収品種は、加工用、

銅料米用、バイオエタノ－）レ用などとして作付け

されることが多く、玄米単価が低く、効率化が求

められるため、大規模園場での生産力T前提となリ

ます。そのため、追肥作業の負担が普通品種より

大きくなリ、さらに追肥時期は酷暑になりやすい

7月中旬～8月初旬にあたるため、作業者が熱中

症になる危険性も高くなリます。ここでは、肥料

成分の溶出をコントロールできる肥料「肥効調節

型肥料」を用いることで、「北陸193号」の多収と、

窒素肥料および追肥作業の削減を両立する技術に

ついて紹介します。

肥効調節型肥料は、肥料を樹脂などで被覆し、

土壌の中での肥料の溶出を調節できる肥料です。

本研究では速効性の窒素肥料として尿素を、肥効

調節型肥料として尿素を樹脂で被覆し40、100、

140日で成分が溶品するものを配合して施肥しま

した。目巴効調節型肥料を用いた試験区の窒素施肥

量は、速効性肥料で基肥と追肥を施用した慣行区

よりも3～6kg/1 Oa少なかったものの、（表 1)、

慣行区以上の収量を得ることができました（図 1）。

表1 各処理区の施肥法

基肥の窒素成分 追！11:（尿素）
E式験区 kg/10a の窒素成分

尿素 CU40 CU100 CU140 kg/10a 

慣行区（対照｝ 6 4×2回
遼減区 3 4×2固
速cu区 3 4 4 ， 
cu I区 3 4 4 

CUii区 5.5 5.5 

含計

14 

11 

11 

11 

11 

cum区 一 一 4 4 - 8 

CU40、100、140 !11:刻調節裂肥料（彼恋尿素♀伺tedUrea）、40、
100、140日溶出タイプ．

A 

水田利用研究領域・主任研究員

平内央紀

また、施肥した肥料の窒素成分が稲に吸収され

た割合は、~~効調節型肥料を用いることで高くな

りました（図2）。肥効調節型肥料は稲の生育に合

わせて窒素成分が溶出したため、肥料の窒素成分

が効率良く稲に吸収され、よリ少ない施肥量で慣

行長以上の収量が得られたと考えられます。さら

に肥効調節型肥料は基肥として全量を施肥するた

め、追肥の手間も省略できます。

このように「北陸193号」の栽培において肥効調

節型肥料を用いることで、多収を維持しつつ、追

肥作業を省略し、窒素肥料を2～4割削減するこ

とが可能となリました。
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研究情報

六条大麦の用途拡大に向けた新品種

「ゆきみ六条Jー焼酎と大麦粉ー

はじめに

圏内産大麦は麦飯、麦茶、麦味噌、ピ－｝レ、焼

酎のほか、大麦粉としてパンやお菓子の原料に使

われています。北陸は圏内随一の六条大麦の産地

で、生産された大麦のほとんどは麦飯用に使われ

ています。麦飯用大麦は園内自給率が10096に近い
優良農産物なのですが、逆に豊作年が続くと、生

産過剰につながり、減産を余儀なくされる歴史が

ありました。一方、九州産二条品種が中心に使わ

れる焼酎用大麦の園内自給率は2割程度と低い状
況が続いています。今後の六条大麦の安定生産に

は焼酎用などへの用途拡大がどうしても必要な要

件となります。

ゆきみ六条の育成経緯

「酒どころ新潟に新しい麦焼酎をつくりたいJ、
「麦焼酎を造って、地元の耕作放棄地を減らしたり、

地域の活性化に役立てたい」という新潟薬科大学

や県内の酒造メーカーからの問い合わせがありま

した。そこで、北陸研究センターでは焼酎メー力ー

に開発中の多収大麦系統の試験醸造を依頼した結

果、「ゆきみ六条（当時の試験名は北陸度50号）は
発酵性も優れ、焼酎の香りがとても強い。地産地

消向けの特徴的な焼酎開発には適している」との

連絡を受けました（表 1)。従来、六条大麦は穀粒

が硬く、発酵牲が劣るため、焼酎への利用は難し

いと考えられてきました。ゆきみ六条の穀粒は六

条大麦としてはかなり軟質であったことが焼酎用

としての適性につながったものと考えられます。

収量などの栽培性もすぐれていたことから（表2）、
園内初の焼酎向け六条大麦として品種出願されま

した。

新潟産ゆきみ六条を使った焼酎の開発

ゆきみ六条に関する共同研究契約を結んだ新潟

表1 ゆきみ六条の焼酎醸造特性
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作物開発研究領域・上席研究員
ながみね たかし

長嶺敬

薬科大学では新潟市の銘水「＋岩清水Jや県内の桃
花から採種した酵母をつかうなど、「新潟らしさJ
を前面に出す焼酎技術開発を続けました。地元の

酒造メー力ーでの醸造試験も成功し、地産地消型

の焼酎が開発されました（図 1)。原料となるゆき

み六条は新潟市内の農業法人と酒造メー力ーとの

栽培契約が結ばれ、安定供給されることになりま

した。

大麦粉商品への展開

近頃、大麦のベータグル力ン（食物繊維の一種〉

の健康機能性（血糖値上昇抑制や心疾患予防効果〉

が注目され、大麦食品の売れ行きがひろがりつつ

あります。ゆきみ六条は軟質であるため、製粉し

やすく粒径が細かい高品質の大麦粉になります。

この特性を生かして、ゆきみ六条の大麦粉をつかっ

たお菓子やパンの商品試作も始まっています（図

2）。
おわりに

ゆきみ六条は北陸研究センター初の大麦品種で

す。大麦には有力な転作作物、地域の食品産業原

』

・.－...

図1 新潟県産ゆきみ六条

を原料につかった

「地産地消焼酎J

料としての重要な役割があ

ります。これからも、ぺー

タグjレ力ン含量が高く麦飯

の食感が優れる「もち性」

大麦や、全粒粉としての利

用が可能な 「はだか性」大

麦など、従来の雪国向け品

種にはなかった「高付加価

値大麦Jをスピード感をもっ
て開発していきます。

図2 ゆきみ六条を原料につかったお菓子



イベント報告

平成27年度北陸地域マッチンタフォーラム
「北陸大豆の蛮革 l～新品種と新技術で安定多収

～」をテーマとして、 12月2日 （水）に上越市で

開催しました。日本人にとって大豆は、豆腐や昧

噌など身近な食品の原料として欠かせないもので

すが、その多くは輸入に頼っているのが現状です。

一方、農業者や消費者を含めて、大豆に関して、

特に国産大亘については知らないことが多いよう

に思います。このような中、栽培技術等の研究の

進展と新品種の開発 －導入により、北陸地域の大

豆生産は大きな変革の時期を迎えています。

フォーラムでは、計6題の発表と総合討論、成

果展示 －技術相談が行なわれました。上越産大豆

使用の豆腐の誌食も好評でした。国産大豆へのニー

ズ、 上越地域における実需者と生産者による新品

覆導入へのチャレンジ、 北陸各県における新品種

導入と普及、栽士宮や作業体系に関する最新の研究

成果等への理解を深めることができました。特に、

豆腐メー力一代表による発表、 全国豆類経営改善

共励会 ・農林水産大臣賞受賞者からのコメン卜は、

生産現場への良い刺激になりました。

東北や西日本からも含めて総計199名の参加が

あり、会場は満席状態。参加者アンケートでは、 5
段階評価で満足とやや満足をあわせで85%と概ね

良好な評価が得られ、「大豆を取り巻く状況、課題

が理解できた。」「新品種の長所と欠点が判った。」

「実需者の貴重な意見を闘くことができた。」「基本

技術の大切さがはっきりした。J等々の感想をいた
だきました。本フォーラムが、北陸農業の発展に

役立てば幸いです。

（研究調整役 ・北陸担当 荒井治喜〉

総合討論の桜子

スーパーマーケットトレードショー併設

「第11回こだわり食品フェア2016Jに出展
2月10日（水曜日）から2月12日（金曜日）ま

で東京ピックサイト西 1ホ－）レにおいて、地域の

食材、製法、伝統、風土等にこだわった地域食品

など、その食品固有の特性を持った新製品等につ

いて一堂に集めて紹介する「食」の専門展「第11

固こだわリ食品フェア2016」が開催され出展しま

した。

北陸研究センターでは、高アミロース米「越の

かおりJ、力レ一向き水稲品種「華麗舞（かれいま
い）J等の品種紹介を積極的に行うとともに、「越

のかおり」の特長を生かした米麺や「華麗舞Jを使っ
た力レーライスの試食を行い大変好評でした。

第11回こだわり食品フェア2016

中央農業総合研究センター

議農研機構 北陸研究センターニュース ~2016.3
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陸軍関

北陸農業研究監松村修 URL http://www.naro.affrc.go.jp/narc/hoku『ikL」／index.html

FSC＂認証紙とは、原材料として使用されている木材が適切に管理された
森林に由来することを意味します。
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